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学と【ぎした　…‖…‖……………‖………■l日日…

嘉手・納まつり
含、植木市、蠣衣食による民俗芸能等が催された。丈にこの量つり
のよぴもの仮装行列は、4．（氾0人の町民が各自治会の旗鏑やみこし

をほじめ、いろいろな点向をこらした千変万化の変装で、小中投の

粧笛件とブラスバンドを先矧こ、町内の大通りをねり歩き、沿道は

人崩で埋まりました．

重た、10日の記念式集には、崖良≠知事をはじめ、平良県会濃長

嶋間町村会長、島崎町村議会1良会長や各市町付震．、それに元総理

打線楕長官現象鶉院■只山中貞則氏も列博された．式典では、町の

先鰍ここ尽力下さった歴代村長と歴代繊畏それに本町の教育艶股や

祉会敵脊縫紋にご尽力下さった山中貞則氏にそれぞれ感謝状が惰ら

れ暮した．

種木市ではトックリキワタの紀志木が町民に配られた

l町：■あいさつ　　　　　　it▲あいさつ

■岬lキl月1日の町蓼】ヰ行目に■l生した宮嶋■也ちゃんにE t塾が一■ら1
（賞tl■●l■．鴎曹■手さん大書、事よ▲25■l
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ドッカーン　ドッカン■tl■事
暮れ▲く花火も打ち上げられた

…■■日日……・………・不況風をふ

町制施行
町制嶋行暮手納まつりは、1月10・11の両日盛り沢山の行暮

をおり込んで攣行されました．

まつりは、商工会、自治会をはじめ老人クラブ、学校、幕末

．会等の各団体や一般町民の書加と協力で成功をおさめました．

町内の各通りは万国旗、嘉手納まつりののはり、ち1うちんな

どでかぎりつけられ、特設舞台が股けちれたグラウンドと歩行

者天国通りには多くの出店か立ち並び、老若男女の町民や隋市

村からも多くの人がつめかけ、折からの塞楓と不況風も吹きと

はすほどの■わいをみせおまつりを洒喫していました。

行事は、■両（百台）による隣市村一円のパレードを皮切りに、

歩行者天国、妃念式典、油井大全、花火大会、カナヤーシー大

町内の姻古人慣専食の瞥さんによる舌▲漬賽



四民年金はこんなに事く支給されています○

一肌－　→紳　ヽ鶏　ん

区名 �期　　間 �時　間 �■　　所 

西 �3月8日仰・9日（州 �牛後1時－6時 �西　区　公　民　館 

甫 �3月10日㈱・11日的 �■ �甫区自治会事務所 

北 �3月15引用・16日（州 �■ �北　区　公　民　館 

中 �3月17日的・18日（錮 �■ �中区自治会事務所 

上 �3月22引用・乃日（州 �■ �上　区　公　民　館 

東 �3月24日㈱・25日的． �■ �東　区　公　民　館 

国
民
年
金
だ
よ
り
◎

甲
長
年
金
は
こ
ん
な
に

多
く
支
給
さ
れ
て
い
ま
す

四
民
年
金
は
．
生
れ
て
十
五
年
し
か

た
た
な
い
の
に
、
今
で
は
二
千
五
百
万

人
以
上
の
人
た
ち
が
加
入
し
て
い
ま
t

こ
れ
は
、
日
本
の
人
口
の
約
四
分
の
「

四
人
に
一
人
が
は
い
っ
て
い
る
勘
定
で

す
．
あ
な
た
は
、
こ
の
仲
間
は
ず
れ
に

な
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
．

こ
ん
な
に
加
入
者
が
ふ
え
た
一
方
で
、

国
民
年
金
の
受
給
者
も
、
去
年
の
七
月

未
に
は
二
百
十
六
万
人
に
逢
し
ま
し
た
．

こ
の
人
た
ち
に
支
払
ら
れ
る
年
金
は
、

昭
和
五
十
年
度
予
i
で
約
凶
千
二
百
慄

円
に
も
逮
し
て
い
ま
す
．
毎
年
の
物
価

ス
ラ
イ
ド
、
数
年
ご
と
の
年
金
絨
改
定

な
ど
が
重
な
っ
て
、
今
後
も
桓
金
の
支

払
高
は
ま
す
ま
す
ふ
え
挽
け
る
で
し
▲

う
○
あ
な
た
が
未
加
入
な
ら
す
ぐ
加
入
し

て
、
や
が
て
年
金
を
岳
け
る
U
の
よ
ろ

こ
び
を
、
心
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
お
持
ち

下
さ
い
。

陣
書
楕
祉
年
金
の
支
給
範

囲
が
ひ
ろ
け
ち
れ
ま
す

障
害
福
祉
年
金
と
は
、
何
代
年
余
に

加
入
す
る
繁
梢
の
あ
る
人
で
、
加
人
肌

に
障
害
の
状
態
に
あ
っ
た
人
や
、
ま
た

加
入
し
た
直
後
に
病
気
や
け
が
を
し
た

人
な
ど
に
、
全
額
国
の
負
担
に
よ
っ
て

支
給
さ
れ
る
年
金
の
こ
と
で
す
．

こ
の
障
害
福
祉
年
金
は
、
従
来
、
両

手
、
両
足
が
な
い
と
か
全
盲
で
あ
る
と

か
の
重
い
障
害
〓
級
陣
音
）
の
人
に
限
っ

て
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
、
一
昨
年

の
三
月
か
ら
は
、
そ
う
▲
く
な
い
障
害

へ
こ
級
障
害
）
に
ま
で
支
給
の
範
囲
が
ひ

ろ
け
ち
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ま
だ
こ
の
こ
と
を
知
ら
な

い
向
き
が
多
い
よ
う
な
の
で
、
も
し
、

檀
紀
の
よ
う
な
障
書
状
態
の
方
は
、
町

国
民
年
金
係
に
一
応
ご
相
続
く
だ
さ
い
。

二
級
幹
事
福
祉
年
金
の
頻
は
、
月
額

一
二
、
0
0
0
円
で
す
。

た
だ
し
、
こ
の
年
金
は
、
恩
給
や
厚

生
年
金
な
ど
を
受
け
て
い
る
時
、
ま
た

は
、
本
人
等
に
あ
る
程
度
の
所
得
が
あ

る
時
は
、
支
給
き
れ
な
い
こ
と
が
あ
り

ます。兼
　
二
級
障
害
の
例

①
　
日
の
■
暮

視
力
表
の
一
番
大
き
な
文
字
が
メ
ガ

ネ
を
か
け
て
二
メ
ー

ト
ル
の
距
■
か
ら
や
っ

と
沈
め
る
程
度
で
、

日
常
生
活
に
非
常
に

不
便
を
感
す
る
程
度

の
も
の
．

①
　
耳
の
■
暮

耳
も
と
で
大
声
で

ど
な
る
と
二
つ
、
三

つ
の
声
が
ど
う
や
ら

M
え
る
程
度
の
も
の

（
補
聴
器
を
使
え
ば
少

し
は
聞
え
る
も
の
）
。

③
　
手
足
の
■
暮

両
手
の
親
指
と
人

持
し
指
ま
た
は
親
指
と
や
柏
を
付
け
根

か
ら
失
？
た
も
の
。

片
手
の
す
べ
て
の
指
を
付
け
根
か
ら

失
っ
た
も
の
。

片
手
の
す
べ
て
の
指
を
付
け
根
か
ら

失
っ
た
も
の
．

両
手
の
す
べ
て
の
指
を
失
っ
た
も
の
。

片
足
を
足
首
か
ら
上
で
失
っ
た
も
の
．

⑥
　
内
鬱
■
暮

結
核
性
書
見
、
肝
托
、
心
員
、
血
液

な
ど
の
病
気
に
揮
っ
て
、
他
人
の
助
け

を
借
り
る
必
羊
は
な
い
が
、
日
常
生
活

は
極
め
て
困
難
で
勤
労
収
入
を
得
ら
れ

な
い
程
度
の
も
の
。

⑤
　
精
神
の
■
暮

精
神
病
院
に
入
院
さ
せ
る
必
要
は
な

い
が
、
日
常
生
活
が
で
き
な
い
状
熟
に

あ
る
も
の
．

●
そ
の
他
．
平
衡
機
能
、
岨
し
ゃ
く
障

害
、
官
給
陣
音
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
種
籾

の
障
害
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
．

四
民
t
ホ
保
険
被
保
険
者
禁
保
険
手

蟹
の
切
り
か
え
へ
モ
新
）
に
つ
い
て
。

現
在
、
使
用
し
て
い
る
国
民
健
康
保

懐
手
埠
白
色
）
の
有
効
期
限
は
三
月
三

十
一
R
二
王
で
と
な
っ
て
い
ま
す
．

新
し
い
手
帳
こ
T
色
）
と
の
切
り
か
え

え
は
三
月
中
に
行
な
っ
て
下
さ
い
．

切
り
か
え
て
い
な
い
手
帳
は
四
月
一

日
よ
り
使
え
ま
せ
ん
。

注
意
●
持
っ
て
く
る
も
の

鰻
鷹
保
険
手
帳
と
印
だ
．

●
保
険
税
を
ま
だ
納
め
て
い
な
い

方
は
「
切
り
か
え
」
の
と
き
に

納
め
て
も
ら
い
ま
す
．



昭和50年分申告所得税の確定

申告と納税をする期間は

昭和51年2月16日から
3月15日までです。
－中部地区税務協鴨金一

土■や暮●暮舞ったときの観▲の什■方法

∴∴
売った土地を1入れたときの購入代金や檎入手 

教科です．しかし実際の敵得貴がわからないと 

きゃ、低額のときは嬢渡価額の5％を取得tと 
することができます． 

土地を禿るために直権支出した牛用で、次のよ 

うなものです。 

（D仲介手数料・②測土井用　③立退科　◎家を 
こわして土地を売ったときの取りこわしナ用． 

長期班渡所持－20％（住民税6％）

短期】貴渡所持－モー氏40％（住民税　最低12％）

（特別控除欄〉

（ふつうの拍瀧の場合〕
長期鱒渡所持…・・…・100万円
短期班凛所得－……・0
〔特別の班渡の場合）
①自分が住んでいる雲とその敷地を売ったとき

3，000万円

②収用などにより克ったとき　　　3．㈱万円

（釘特定土地区画整理事業などに売ったとき
2．㈱万円

饉）特定住宅地造成書手などに売ったとき
1．500万円

⑤よ地保有の合理化のた捌こ禿ったとき
500万円

【什暮桝】

（畏期班薇所得の場合）………昭和50年中に売っ

たとき

班薇価棚　取付骨　相旅情川　川薇所柑

3．腑）方円一（15n万円＋150〃M）＝2，7川万Ill

特別掃除
2．700万円－100〃M＝2．α）0方円

2．“灯万円既望莞芳M
佳代脱

2．600万円×6％＝156万円

（昭和51年以後（長期班扶所用）は税金の計算法
が変わります〕

畠与良の申告と納税は、憎与を受けた年の翌年の

2月1日から　月月日までです。

【一概の■合の計算例】

一帖撞け用慶用鋲If瞥■指輪y）はⅥ脂）
2．000．000円－600，000円＝l，400．∝旧円

佳腎も粕）（脚）卿■）（■与加）
1．400．000円×25％－110．000円＝240．000円

税金のことでわからないことは税鶉書へどうぞ

沖縄市事件1里は23暮地
沖1■税蕎t（〒9041
t鰭OI893－8－00封

事業税
50年中に事業所得のあった万は、税琴若へ所得税
の確定申告をするか、その必要のない方については
市町村役場へ市町村民税、県民税の申告をすれば、
個人事業税の申告がふった‘－のとして取扱われます○
行色申告者は、これまでどおり税稀零へ申告してく

各種の控除は付妃事項欄に・‥
所得税の確定申告書または市町村民税・県民税の
申告書に「事業税に関する事項」州が設けられてい
ます。控除の適用を希望される万は・この欄に祖業
専従者の還択（所得税や市町村民税・県民税で配偶
者控除を受けたが、事業税で専従者搾険を希望する
場合）、iR洩Ⅲ共に関する事項を記載してください。
記載がか、と、それぞれの控除が受けられませんの
でご注意ください。
r事業税についてのお間ヽ
所　電話一一一一・09893－7

ヽ＿′

重
度
心
身
障

書
者
に
福
音

こ
の
制
度
は
、
在
宅
の
重
度
心
身
障

害
児
（
者
）
に
村
す
る
福
祉
の
措
道
の
一

環
と
し
て
、
昭
和
五
十
年
十
月
一
日
か

ら
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
墾
虎
の
障

害
に
よ
っ
て
生
す
る
特
別
の
負
抱
の
一

助
と
し
て
、
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
で

重
度
障
害
者
の
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
．

◎
支
給
事
件

①
韮
成
心
身
障
害
児
（
者
）

②
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と

③
施
設
等
に
収
容
さ
れ
て
い
な
い
こ

⑥
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
恩
給
法

等
に
よ
る
障
害
年
金
を
受
給
し
て

な
い
こ
と
（
師
事
福
祉
年
金
と
は

併
給
可
能
）

◎
手
当
犠一
人
に
つ
き
月
額
四
千
円

※
な
お
、
所
得
に
よ
る
支
給
制
限
が
あ

り
ま
す
．

福
祉
手
当
に
つ
い
て
、
く
わ
し
い
こ

と
を
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
町

役
場
厚
生
費
t
話
四
四
八
九
）
ま
で

お
闘
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
．



今年は検査の最終年次

船　　　の　　　用　　　途 ��受検の期限 

7’レ　ジ　ャ　ー �その他の 
モーターボート �′ト型船舶 

船 の 長 さ �4　ノートル以上 �10メートル以上 �昭和50年3月3181で 
12ノートル未満 �12メートル未満 

3メートル以上 �8メートル以上 �昭和51年3月31日まモ 
4メートル未満 �10メートル未満 

3ノートル未満 �8ノートル未満 �昭和52年3月3川まで 

母
子
保
健
推
進
員
で
～
す

健
康
な
子
供
を
仕
え
、
根
康
に
滑
て

る
と
い
う
こ
と
は
、
住
民
の
日
々
の
生

活
に
政
鈷
し
た
問
嶋
で
あ
り
、
す
べ
て

の
母
と
子
に
妊
娠
．
分
娩
、
竹
妃
に
つ

い
て
の
援
助
と
術
導
か
必
要
で
す
。

ど
う
ぞ
、
私
達
に
何
で
も
相
撲
し
て
下

さい．
暮
区伊
波
チ
ヨ
（
二
．
右
九
・
届
良
し
∴
「

当
山
ト
ミ
丁
へ
凹
五
六
五
・
相
良
六
）
．

松
堂
農
丁
二
一
し
九
円
・
劇
f
糾
．

二
一
－
二
）
、
上
帳
ホ
「
（
厘
良
し

九
）
、
糸
数
ヤ
ス
r
（
丘
〇
六
．
・
吊

良
六
二

上
巳仲

村
狼
赦
す
（
痛
手
納
∴
ハ
七
－
．
．
二

束
光
子
（
話
手
納
‥
〇
九
「
病
偵
九

子
（
嘉
手
納
一
二
六
－
川
）
、
伸
木
キ

ヨ
子
（
♯
千
綿
八
）
、
仰
山
文
羊
へ
．
二

五
一
七
・
競
手
納
M
I
。
．
）

中
区伊
汝
消
炎
；
二
九
〇
・
劇
手
納
九

二
）
．
安
福
相
艶
子
（
四
〇
九
八
泉
下

納
五
八
）
．
宮
城
良
子
（
二
六
四
六
・

も
手
納
二
六
）
、
哲
盛
取
r
（
四
七
二

一
二
零
予
納
三
三
）
知
念
仲
十
（
銘
手

納
四
二

北
区大
河
ト
ミ
二
二
二
七
・
井
手
納
二

九
七
）
、
字
栄
原
マ
サ
子
（
四
七
二
九
・

七
手
納
四
八
八
）
、
金
城
菊
；
一
六
八

二
・
嘉
手
納
四
三
五
－
三
）
宮
里
幸
子

（
三
一
四
七
・
暮
手
納
嬰
一
九
）
、
宮

凱
ヨ
シ
千
二
一
七
六
一
嘉
手
納
二
九

六
）
、
上
達
天
光
子
（
四
七
四
三
・
裏

戸
納
四
〇
六
）

｛区

南
純
丁
（
凹
二
三
・
水
釜
五
六
二

沢
帆
千
代
（
三
七
三
〇
二
書
手
納
凶

五
〇
）
、
伊
札
君
子
へ
四
三
九
四
・
嘉

手
納
四
九
〇
）
、
大
城
光
子
（
四
三
八

／
水
怒
五
五
四
）
、
運
天
ヨ
ミ
（
三

三
六
八
・
水
釜
五
五
二
）

市
区草
地
伸
子
（
二
五
〇
〇
・
水
釜
一
一

．
）
、
比
纂
智
恵
子
（
二
九
六
六
・
水

詰
二
二
－
三
）
、
偽
装
千
代
；
一
四

．
天
∵
水
筆
二
七
）
、
丸
亀
ト
ミ
子

（
二
〇
八
〇
・
水
釜
一
四
八
－
二
）
、

拭
志
緊
R
美
子
（
水
釜
五
三
〇
）

ポ
カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
、
電
話
番

号
と
仕
所

∵

①
今
年
は
、
在
来
船
に
対
す
る
特
別
措
置
に
よ
る
検
査
の
♯
終

年
次
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
一
塊
の
も
れ
も
な
い
よ
う
検
査

を
受
け
て
下
さ
い
。

②
受
検
期
限
が
昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
小
型
船
舶

で
、
ま
だ
検
査
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
朱
検
査
の
ま
ま
で

は
航
行
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
（
航
行
す
る
と
船
舶
安

全
法
違
反
に
な
り
ま
す
。
）
至
急
検
査
を
受
け
て
船
舶
検
楽
証

書
を
持
ち
、
船
舶
検
査
所
票
を
貼
り
つ
け
て
か
ら
航
行
し
て

下
さ
い
。

③
そ
の
他
の
小
型
船
舶
に
つ
い
て
、
今
年
は
、
在
来
船
に
対
す

る
特
別
措
置
に
よ
る
検
査
の
最
終
年
次
に
な
り
ま
す
の
で
、

な
る
べ
く
早
目
に
も
れ
な
く
検
査
を
受
け
て
下
さ
い
。

特
に
受
検
期
限
が
、
き
た
る
三
月
末
日
ま
で
の
船
舶
は
、
早

く
検
査
を
虚
け
て
下
さ
い
．

な
お
．
検
査
の
申
溝
や
立
合
い
が
、
時
間
の
都
合
で
で
き
な

い
方
は
、
代
理
人
（
委
任
状
が
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
絃
凛
で
す
）

で
も
、
行
な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
下
記
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
n

日
本
小
型
船
舶
検
査
機
謙
　
抑
絶
支
所

花
話
〇
九
八
八
⑳
七
〇
〇
二
・
⑳
八
五
五
一
．

ロ
受
検
期
限

経
営
改
善
資
金
の
ご
案
内

商
　
工
　
会

町
商
工
会
で
は
、
小
企
葉
提
督
改
解

資
金
窮
4
・
凹
半
期
分
の
受
付
を
開
始

し
て
い
ま
す
．
融
餃
条
件
等
は
左
記
の

と
お
り
で
す
の
で
、
希
望
者
は
町
商
工

会
（
硯
話
二
八
一
〇
）
ま
で
お
申
し
込
み

下
き
い
。

■
十
¶
　
　
二
〇
〇
万
円
以
下

逆
転
溌
金
は
二
〇
〇
万

円
以
下

■
十
期
間
　
三
年
以
内

金
利
　
　
　
年
六
、
八
％

出
す
集
件

）

◎
殺
近
一
年
以
上
町
内
で
営
業
し

て
い
る
こ
と

㊥
商
工
会
甘
、
税
金
等
を
完
納
し

て
い
る
こ
と

㊤
商
工
会
の
行
っ
た
沸
習
合
等
を

受
講
し
て
い
る
こ
と

㊤
遭
壌
術
生
業
者
は
運
転
資
金
の

み

資
金
枠
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
定

額
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
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所が開設され、次の業請を始めます。
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少
年
・
少
女
の
た
め
の

ヤ
ン
グ
・
テ
レ
フ
ォ
ン
コ
ー
ナ
ー
⑳
1
0
〓
一

鱒
友
だ
ち
づ
き
あ
い
の
こ
と
、
※
ボ
ー
イ
フ
レ
ン
ド

（
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
）
の
こ
と
、
※
家
族
と
の
こ
と
、

兼
悪
い
あ
そ
ぴ
の
こ
と
、
※
披
智
に
あ
っ
た
こ
と
、

※
そ
の
他
…
…

あ
な
た
の
な
や
み
は
？
…

沖
縄
県
警
桝
不
詳
の
防
犯
少
年
課
内
　
を
股
正
し
ま
し
た
。

に
「
ヤ
ン
グ
テ
レ
フ
ォ
ン
コ
ー
ナ
ー
」
　
　
こ
れ
は
、
少
年
、
少
女
が
日
頃
悔
ん
で

い
る
輿
性
関
係
や
勉
学
の
間
組
な
ど

ま
た
は
保
護
者
が
抱
え
て
い
る
、
し
つ

け
や
家
庭
教
育
の
間
屯
な
ど
に
つ
い
て
、

）

耽
読
で
お
冥
軽
に
翔
淡
で
き
る
よ
う
に

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

椚
l
誠
を
せ
け
る
係
u
に
は
、
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
の
集
稚
放
贅
を
受
け
た
、
ベ
テ

ラ
ン
柑
人
指
薄
日
を
配
証
し
て
、
皆
さ

ん
か
ら
の
粗
強
に
対
し
て
は
、
親
切
に

助
言
と
指
導
を
行
い
．
相
談
を
受
け
た

事
柄
に
つ
い
て
の
個
人
の
経
常
は
固
く

守
っ
て
い
ま
す
の
で
安
心
し
て
お
気
軽

に
ご
相
強
下
さ
い
。

受
付
時
間

平
日
　
午
前
九
時
半
－
午
後
五
時

土
鳩
　
午
前
九
時
半
～
下
後
五
時

時
間
外
は
、
御
守
屯
話
で
受
理
し
．

翠
旦
正
目
除
く
）
速
や
か
に
回
答
し

ます。

0
交
通
事
故
証
明

書
の
発
行

交
通
事
故
証
明
書
は
、
現
在
警
療
壷

が
先
行
し
て
い
ま
す
が
、
一
月
一
日
か

ら
は
、
セ
ン
タ
ー
の
沖
縄
県
事
顔
所
が

発
行
し
ま
す
。
証
明
書
の
必
要
な
方
は

小
的
書
（
郵
便
振
替
用
紙
に
印
刷
し
た

も
の
）
に
手
数
料
を
添
え
て
モ
寄
り
の

郵
便
局
か
ら
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
申

溝
打
は
、
サ
擦
暑
、
派
出
所
、
駐
在
所

州
智
保
険
会
社
、
農
業
協
同
組
合
等
に

あ
り
ま
す
。

証
明
書
は
、
邦
健
で
お
届
け
し
ま
す

（
セ
ン
タ
ー
事
務
所
で
在
校
申
し
込
ん

だ
方
に
は
、
窓
口
で
お
渡
し
ま
す
。
‥

0
運
転
経
歴
証
明

書
の
発
行

自
分
の
運
転
蛙
歴
に
つ
い
て
、
無
事

故
、
k
途
反
の
証
明
の
必
要
な
方
や
交

通
速
反
の
現
在
の
点
数
を
知
り
た
い
方

な
ど
に
、
本
人
の
中
浦
に
よ
り
証
明
書

を
発
行
し
ま
す
。

申
し
込
み
の
方
法
は
、
交
通
事
故
証

明
書
の
場
合
と
同
様
で
す
。
申
洒
欝
は

警
察
署
、
派
出
所
及
び
駐
在
所
に
あ
り

ます．

○
免
許
停
止
前
の

点
数
通
知

交
通
追
反
な
ど
の
点
数
が
運
転
免
許

の
呼
止
処
分
を
受
け
る
直
前
の
点
数
に

な
っ
た
万
に
、
セ
ン
タ
ト
掌
務
所
か
ら

郵
便
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
　
セ
ン
タ
ー
の
沖
縄
霹
細
所
は
．
一

月
一
8
か
ら
、
那
覇
市
西
三
丁
目
六

番
地
の
二
沖
縄
交
通
安
全
協
会
連
合

会
ま
た
は
、
最
寄
り
の
嘗
東
雲
交
通

課
で
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
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大　　口 �176．㈹円 �182．000円 �103％ �抵当－員 
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北区 �糾，15伽 �76，0別円 �72，000円 �148，050円 �176％ 

南区 �約．550円 �73，460円 �78．000円 �151．460円 �169％ 

西区 �108，900円 �95．060円 �74，000円 �169，060円 �155％ 

計 �501，75紬 �449．800円 �303．500円 �753．300円 �150％ 
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暦＝
ニ
級
技
能
土
訓
練
抹
程
通
信
講
座
＝

こ
の
眞
座
は
、
生
産
現
場
で
働
く
方

々
に
、
技
能
の
暮
付
け
と
な
る
瑠
門
血

叫
を
与
え
、
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め

の
、
t
薫
別
練
法
に
基
づ
く
二
組
技
能

士
別
繚
挑
程
の
通
僧
職
座
で
あ
り
ま
す
。

◎
書
集
■
櫨
は

機
械
、
仕
上
、
機
械
鮎
甲
機
械
検

査
、
時
計
推
理
、
回
転
t
気
組
立
て
．

鎚
鉄
鋳
物
、
鋳
鋼
餌
物
．
鉄
鋼
触
処

理
、
木
型
。

板
金
．
製
缶
．
配
管
、
金
属
塗
準

t
気
ノ
ッ
キ
。

捷
鱒
左
官
、
と
び
、
タ
イ
ル
張
り
、

プ
ロ
ッ
タ
撞
電

家
具
木
工
、
建
具
、
踵
集
塗
装
、
広

告
夷
術
、
洋
服
、
棟
■
み
メ
リ
ヤ
ス
。

オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
、
凸
版
印
刷
、
活

版
並
版
．

受
精
科
は
元
、
0
0
0
円
（
教
科
書
、

指
導
書
、
添
削
指
導
、
面
接
指
導
）

で
一
か
年
で
終
了
で
き
ま
す
。

特
典
と
し
て
、
終
了
者
に
は
受
漬
し

た
t
種
の
二
組
技
能
検
定
学
科
試
験

が
免
除
さ
れ
ま
す
。
申
し
込
み
は
随

時
受
け
付
け
ま
す
．

薫
訓
練
期
間

一
年
（
申
し
込
み
は
、
い
つ
で
も
受

け
付
け
ま
す
）

く
わ
し
い
こ
と
は
、
下
肥
へ
お
潤

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．

沖
縄
総
合
高
等
職
業
訓
練
校

北
谷
村
字
書
原
七
二
八
の
六

電
話
〇
九
八
九
三
七
－
〇
七
五
五

芝

垣

q

t

個
人
住
宅
防
音
工
事
の

申
し
込
み
に
つ
い
て

那
覇
防
衛
施
設
局
と
町
役
場
で
は
、

昨
年
十
二
月
か
ら
個
人
住
宅
の
防
音
工

事
二
凹
こ
こ
を
行
な
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
こ
の
程
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
と
し
て
四

声
が
完
成
し
ま
し
た
。
残
り
に
つ
い
て

も
三
月
末
8
ま
で
に
は
完
成
す
る
予
宅

で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

更
に
今
年
度
も
東
区
、
上
区
、
中
区
、

南
区
（
国
道
沿
）
の
町
民
を
対
象
に
防
音

工
事
希
望
世
術
の
申
し
込
み
を
受
け
る

こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。
工
謳
廿
は
全

紙
国
庫
補
助
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で

誼
地
址
に
お
住
ま
い
の
町
民
で
防
曹
工

郭
を
希
望
さ
れ
る
方
々
は
、
下
記
の
と

こ
ろ
へ
お
山
L
込
み
下
さ
い
。

氾

H
申
し
込
み
先
　
町
役
場
企
画
経
済
課

屯
誠
　
二
〇
〇
一

日
申
し
込
み
期
限
　
昭
和
五
十
一
年
三

月
三
十
一
日

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

寄
附
・
香
典
返
し

町
社
会
鵬
i
豆
■
食
へ

●
一
月
十
七
日
宇
足
良
九
四
〇
番
地
薇

井
巌
さ
ん
か
ら
母
堂
タ
ノ
さ
ん
の
香

典
返
し
と
し
て
一
〇
万
円

●
一
月
十
七
日
町
商
工
会
町
制
施
行
記

念
ゴ
ル
フ
大
全
サ
剰
余
金
）
か
ら
一
五

万
円

●
一
月
二
十
四
日
宇
古
手
納
五
五
三
番

地
知
花
智
者
（
嘉
小
六
年
）
か
ら
拾
得

金
山
ガ
三
、
四
〇
五
円

町
民
生
婁
■
蓋
協
■
食
（
た
す
け

あ
い
倉
井
）
へ

●
一
月
十
七
日
商
工
会
〓
叫
制
醜
行
記

念
ゴ
ル
フ
大
会
す
剰
余
金
）
か
ら
五

万
円

●
一
月
二
十
一
日
嘉
手
納
社
交
組
合

（
会
長
伊
波
惟
土
こ
か
ら
二
二
万
七

二
七
円

●
五
十
年
十
二
月
二
十
日
民
生
委
員
連

絡
協
譲
全
（
歳
末
た
す
け
あ
い
バ
ー

ゲ
ン
セ
ー
ル
売
上
金
）
か
ら
十
四
万

九
、
二
二
三
円

町
書
茶
会
へ

●
一
月
十
九
日
牢
屋
良
九
四
〇
番
地
蒐

井
敲
さ
ん
か
ら
母
堂
タ
ノ
さ
ん
の
香

典
返
し
と
し
て
一
〇
万
円


